
その他（※２）
34億8249万円

市税
190億
5万円

地方交付税
69億5258万円

市債
54億5945万円

府支出金
41億38万円

合計
563億
9042万円

税交付金（※１）
25億262万円

農林水産業費
2703万円

民生費
300億
9324万円

総務費
73億2497万円

公債費
46億7618万円

衛生費
38億6537万円

教育費
33億7015万円

土木費
44億483万円

合計
561億
9551万円

消防費
17億3932万円

議会費
3億7667万円
商工費
3億1775万円

国庫支出金
148億9285万円

その他（※２）
34億8249万円

市税
190億
5万円

地方交付税
69億5258万円

市債
54億5945万円

府支出金
41億38万円

合計
563億
9042万円

税交付金（※１）
25億262万円

農林水産業費
2703万円

民生費
300億
9324万円

総務費
73億2497万円

公債費
46億7618万円

衛生費
38億6537万円

教育費
33億7015万円

土木費
44億483万円

合計
561億
9551万円

消防費
17億3932万円

議会費
3億7667万円
商工費
3億1775万円

国庫支出金
148億9285万円

（※１）内訳は利子割交付金、配当
割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
地方消費税交付金、自動車取得税交
付金、自動車税環境性能割交付金
（※２）内訳は地方譲与税、地方特
例交付金、交通安全対策特別交付金、
分担金及び負担金、使用料及び手数
料、財産収入、寄附金、繰入金、繰
越金、諸収入

　地方公共団体の財政の健全性を示す指標です。各比率が基準を
超えると、財政健全化計画などを策定し、早期に改善に取り組む
必要があります。本市の比率は、いずれも基準を下回っています。

　右上表を参照してください。

◆収入　26億6340万円
◆支出　21億6896万円
※市民１人あたりの	 	
１日平均使用水量…305ℓ

◆収入　37億5896万円
◆支出　36億6382万円
※公共下水道の	 	
人口に対する普及率…95.3％

一般会計

特別会計

水道事業会計 公共下水道事業会計

12月25日㈮納付期限 市・府民税第４期、国民健康保険料第７期、後期高齢者医療保険料第６期（普通徴収）

市役所の日曜相談窓口（12月）
相談内容 とき 持ち物・業務内容・問合先など

マイナンバー
12月13日㈰
午前９時～
正午

業	務内容　マイナンバーカードの交付・再
交付、電子証明書の発行・更新、暗証番
号の再設定・ロック解除、マイナンバー
に関する相談
※	日曜開庁日は大変混雑が予想されますの
で、時間に余裕を持ってお越しください
（平日の方が比較的待ち時間が少なくな
っています）

相談・問合先
　市民課　☎０６(６９０２)５９８３

国民年金

12月27日㈰
午前10時～
午後３時

持ち物　年金手帳、印鑑など
※	離職した人、代理人の申請時は別途必要
書類あり

相談・問合先
　市民課　☎０６(６９０２)６００５

市税・国民健
康保険料・後
期高齢者医療
保険料納付　

※	納付相談は、南部市民センターでも受付
可。ただし、納付書・保険証の発行は不
可のため後日郵送
※証明書の発行などは不可
相談・問合先　債権管理課
　税担当　☎０６(６９０２)５９３５
　保険担当　☎０６(６９０２)５９３９

南部市民センター内サービスコーナーをご利用ください

取扱
内容

◦	平日…住民票の写し、住民票記載事項証明書、印鑑登録証
明書、戸籍謄本・抄本、戸籍附票の写し、印鑑の登録と廃
止、年金現況届の証明、住居表示証明書、身分に関する証
明、不在住証明書、課税（所得）証明書
◦	土・日曜日、祝日…住民票の写し、住民票記載事項証明書、
印鑑登録証明書、年金現況届の証明、住居表示証明書　
※月曜日が祝日の場合は休館

問合先 南部市民センター　☎０７２(８８５)１１４１

付
加
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　

付
加
年
金
は
年
金
受
給
額
を
増
や

し
、
老
後
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め

の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

対
象

　

20
歳
～
59
歳
の
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
、
60
歳
～
64
歳
の
人
ま

た
は
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
る
海
外
居
住
者

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
免
除

さ
れ
て
い
る
人
は
加
入
不
可

掛
け
金

　

月
額
４
０
０
円

受
給
額　

２
０
０
円
に
納
付
月
数
を

乗
じ
た
額

※
掛
け
金
は
確
定
申
告
の
控
除
対
象

※
付
加
年
金
と
国
民
年
金
基
金
の
同

時
加
入
は
不
可

問
合
先　

市
民
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
０
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
年

金
を
含
め
て
も
所
得
が
低
い
人
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
年
金
に
上
乗

せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
給
付
金
請
求
書
」
が
10
月
中
旬

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
３
年

２
月
１
日
㈪
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。
３
年
２
月
以
降
に
請
求
し
た

場
合
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
以
降

か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

※
案
内
・
手
続
き
は
日
本
年
金
機
構

が
実
施

※
受
給
中
の
人
に
は
送
付
な
し

問
合
先

【
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
】

①
☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

②
☎
０
３（
６
７
０
０
）１
１
６
５

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
掛
け

る
場
合
は
②
へ

受
付
時
間

◦
月
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

◦
火
～
金
曜
日
…
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

◦
第
２
土
曜
日
…
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時

※
祝
日
を
除
く
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
午
後
７
時
ま
で
受
付

【
守
口
年
金
事
務
所
】

　

☎
０
６（
６
９
９
２
）３
０
３
１

12
月
10
日
～
16
日
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

国
は
、
拉
致
問
題
に
関
す
る
認
識

と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
啓
発
週
間

を
定
め
て
い
ま
す
。
拉
致
問
題
解
決

の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

そ
れ
が
解
決
に
向
け
た
大
き
な
力
に

な
り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
会

特
設
人
権
相
談

　

「
人
権
週
間
記
念
の
つ
ど
い
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
当
日
に
、
特
設

人
権
相
談
を
開
設
し
ま
す
。

と
き　

12
月
４
日
㈮

　

午
後
３
時
～
５
時

と
こ
ろ

　

ル
ミ
エ
ー
ル
ホ
ー
ル
多
目
的
室

相
談
員

　

人
権
擁
護
委
員

費
用　

無
料

申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接

申
込
・
問
合
先

　

人
権
市
民
相
談
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
７
９

　

FAX
０
６（
６
９
０
５
）３
２
６
４

国保会計累計赤字が縮小
　厳しい財政状況への対応や人口減少対策に資する施策への財源
確保に加え、「市民文化会館および市民交流会館運営事業」や「
住宅市街地総合整備事業」などの市民サービスの充実に取り組み
ました。今後も「ウィズコロナ」「ポストコロナ」の観点を踏ま
えつつ、「まちの成長」と「財政の健全化」を両立させる市政運
営を行います。
問合先　財政課　☎０６(６９０２)５８６９

会　計　名 歳入 歳出 累積収支額 
（実質収支額）

一般会計 563億9042万円 561億9551万円 １億8131万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 147億6731万円 150億6790万円 △３億59万円
都市開発資金 54万円 54万円 ―

公共用地先行取得事業 １億1533万円 １億1533万円 ―

後期高齢者医療事業 17億969万円 16億2262万円 8707万円
合　　計 729億8329万円 730億190万円 △3221万円

※	累積収支額（実質収支額）とは、歳入から歳出と翌年度繰り越し財源を差し
引いた金額

令和元年度
決 算

（対前年度
 約３億５千万円減）

●福祉の充実…24万8046円
●地域・文化振興、人権政策や防
犯対策…６万377円

●道路等の整備…３万6307円
●教育の充実…２万7779円
●環境・衛生の向上…３万1861円
●消防事業の向上…１万4336円

●市債の返済…３万8544円
●その他…5947円

市民１人当たりの歳出決算など

財 政 健 全 化 指 標

門真市
早期

健全化
基準

財政
再生
基準

説明

実質赤字比率 ― 11.95% 20.0% 標準財政規模に対する一般会計などの赤字額の比率（赤字額がないため、「―」で表示）

連結実質赤字比率 ― 16.95% 30.0% 標準財政規模に対する市の全会計の赤字額の比率（赤字額がないため、「―」で表示）

実質公債費比率 4.5% 25.0% 35.0% 標準財政規模に対する一般会計などが負担すべき市債償還金の比率

将来負担比率 39.0% 350.0% 標準財政規模に対する一般会計などが将来負
担すべき負債の比率

資金不足比率 ― 20.0%
事業規模に対する公営企業ごとの資金不足額
の比率（水道・下水道会計ともに資金不足額
ないため「―」で表示）

※標準財政規模…標準的な行政サービスを提供する上で、市が自由に使える財源の大きさ

各 会 計 別 歳 入 歳 出 決 算

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
や
案
内
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

年

金

人

権

◆歳入

◆歳出
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